
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

－

。
太
平
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
大

津
波
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
今

な
お
深
い
爪
痕
を
残
し
て
い
る
。
一
方
で
、
同
じ
立
地
条
件

に
あ
る
日
本
原
子
力
発
電（
原
電
）の
東
海
第
二
発
電
所
は
、

津
波
に
よ
る
電
源
の
流
失
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
。
両
発

電
所
の
明
暗
が
分
か
れ
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
背

景
に
は
、
日
頃
か
ら
災
害
へ
の
危
機
意
識
を
強
く
持
ち
続
け

た
、
あ
る
人
物
の
行
動
が
あ
っ
た
。

　
今
か
ら
17
年
前
の
２
０
０
４

年
12
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス

マ
ト
ラ
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
１
の
大
地
震
が
発
生
し

た
。
当
時
、
県
河
川
課
の
課
長

だ
っ
た
住
谷
廸
夫
さ
ん
は
、
大

津
波
が
沿
岸
部
を
襲
う
映
像
を

見
て
恐
怖
し
た
と
い
う
。

　
「
映
像
で
見
て
あ
ら
た
め
て

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
本

県
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
得

る
の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
過
去
に
津
波
の
例
が

な
い
か
文
献
を
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
」

　
住
谷
さ
ん
は
河
川
課
の
災
害

係
長
時
代
に
昭
和
61
年
台
風
10

号
を
、
課
長
補
佐
時
代
に
平
成

10
年
８
月
洪
水
を
経
験
す
る
な

ど
、
県
職
員
と
し
て
自
然
災
害

に
対
す
る
危
機
管
理
の
重
要
性

を
人
一
倍
認
識
し
て
い
た
。

　
「
津
波
の
例
を
調
べ
て
み
る

と
、
１
６
７
７
年
の
延
宝
房
総

沖
地
震
で
那
珂
湊
の
家
屋
１
８

９
戸
が
流
失
し
、
36
人
が
亡
く

な
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。
千
葉
県
の
房
総
半

島
に
は
『
津
波
塚
』
が
今
も
あ

る
の
で
す
が
、
本
県
の
沿
岸
に

は
見
当
た
ら
な
い
。
も
う
茨
城

に
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
、

時
代
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　
そ
こ
か
ら
の
住
谷
さ
ん
の
行

動
は
早
か
っ
た
。
津
波
の
恐
怖

を
目
の
当
た
り
に
し
た
住
谷
さ

ん
は
、
即
座
に
内
閣
府
の
中
央

防
災
会
議
（
海
溝
型
地
震
に
関

す
る
専
門
調
査
会
）
へ
津
波
の

可
能
性
を
調
査
す
る
よ
う
働
き

か
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
延
宝
房
総
沖
地

震
は
周
期
性
が
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
、
調
査
対
象
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
住
谷
さ

ん
は
諦
め
ず
、
知
人
の
河
川
課

長
が
い
た
千
葉
県
と
連
携
し
て

調
査
が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
、

茨
城
県
沿
岸
津
波
浸
水
想
定
検

討
委
員
会
（
委
員
長
＝
三
村
信

　
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
水
戸

支
店
は
、
４
月
の
県
内
倒
産
集

計
を
ま
と
め
た
。
倒
産
件
数
は

前
年
同
月
比
２
件
減
の
８
件
、

負
債
額
に
つ
い
て
は
同
６
億
７

８
０
０
万
円
減
の
６
億
円
。
大

型
倒
産
（
負
債
額
10
億
円
以

上
）
は
19
カ
月
連
続
で
未
発
生

と
な
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
「
製
造
」
が
３

件
、「
建
設
」
が
２
件
、「
卸
売
」

い
た
。

　
東
海
第
二
発
電
所
を
襲
っ
た

津
波
の
高
さ
は
約
５
・
４
ｍ
と

さ
れ
る
。
想
定
図
を
基
に
県
沿

岸
津
波
浸
水
想
定
検
討
委
員
会

が
想
定
し
た
津
波
の
高
さ
は

５
・
７
２
ｍ
。
も
し
原
電
が
こ

の
数
字
を
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
防
護
壁
の
か
さ
上
げ
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
防
護
壁
の
お
か
げ
で
、
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
の

う
ち
２
台
が
事
な
き
を
得
た
。

こ
の
２
台
が
生
き
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
原
電
は
３
月
15
日
に
原

子
炉
を
安
全
か
つ
確
実
に
冷
温

停
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
っ
た
。

　
「
想
定
図
の
公
表
に
は
、
地

価
が
下
落
す
る
、
不
安
を
煽
る

こ
と
に
な
る
な
ど
、
否
定
的
な

意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
、
作
成
を
言
い
出
し
た
身
と

し
て
、『
原
電
に
だ
け
は
話
を

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
』
と
当

時
の
担
当
に
は
言
い
ま
し
た
。

津
波
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

非
常
に
精
確
で
、
信
用
で
き
る

も
の
だ
っ
た
の
で
。
原
子
炉
で

一
番
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
、
原
子
炉
を
冷
や
せ
な
く
な

る
こ
と
。
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
住
谷
さ
ん
は
言
う
。「
本
県

は
災
害
が
少
な
い
県
を
売
り
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
、
津

波
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
危

機
管
理
を
担
当
す
る
者
と
し

て
、
科
学
的
根
拠
が
あ
る
な
し

で
は
気
構
え
が
大
き
く
違
い
ま

　
常
総
市
は
、
市
営
住
宅
三
郷

団
地（
中
妻
町
２
４
６
８

－

２
）

の
解
体
工
事
を
実
施
す
る
。
９

　
筑
西
市
は
、
下
館
駅
前
駐
車

場
（
丙
１
８
５
）
の
消
防
設
備

改
修
工
事
を
実
施
す
る
。
第
２

四
半
期
に
一
般
競
争
入
札
で
の

発
注
を
予
定
し
て
お
り
、
工
期

「
県
南
」
が
５
件
、「
県
央
」
が

２
件
、「
県
西
」
が
１
件
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
倒
産

（
法
的
整
理
ま
た
は
事
業
停
止
、

負
債
１
０
０
０
万
円
未
満
を
含

む
）
は
２
件
で
、
昨
年
７
月
か

ら
10
カ
月
連
続
で
発
生
し
た
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
同

社
は
「
当
面
の
運
転
資
金
を
確

保
で
き
て
い
る
企
業
が
多
い
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
差
し
当

男
茨
城
大
学
教
授
、
当
時
）
を

立
ち
上
げ
、
と
う
と
う
津
波
浸

水
想
定
図
の
作
成
に
こ
ぎ
つ
け

た
。

　
「
三
村
先
生
に
委
員
長
に
就

任
し
て
い
た
だ
い
て
一
安
心
し

ま
し
た
。
三
村
先
生
は
本
県
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
広

い
視
野
で
物
事
を
考
え
る
方
な

の
で
」

　
そ
の
後
、
よ
う
や
く
国
の
補

助
事
業
と
な
り
、
策
定
作
業
が

終
わ
っ
た
の
は
２
０
０
７
年
３

月
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
で
に
住

谷
さ
ん
は
河
川
課
か
ら
離
れ
て

い
た
。

　
「
当
時
の
知
事
の
ご
理
解
も

あ
り
、
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
は
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
想
定
図
を
見
た
原
電
が
今

の
高
さ
で
は
足
り
な
い
と
判
断

し
、
防
護
壁
を
か
さ
上
げ
し
て

く
れ
た
か
ら
で
す
」

　
原
電
は
想
定
図
が
公
表
さ
れ

た
後
、
高
さ
約
４
・
９
ｍ
の
防

護
壁
を
約
６
・
１
ｍ
ま
で
か
さ

上
げ
を
行
い
、
東
日
本
大
震
災

前
に
ほ
ぼ
工
事
を
終
わ
ら
せ
て

「
小
売
」「
サ
ー
ビ
ス
」
が
各
１

件
。
負
債
額
は
「
製
造
」
が
２

億
５
５
０
万
円
、「
建
設
」
が

１
億
６
５
０
０
万
円
、「
小
売
」

「
サ
ー
ビ
ス
」
が
各
７
０
０
０

万
円
、「
卸
売
」
が
４
０
０
０

万
円
。

　
主
因
別
で
は
「
販
売
不
振
」

が
５
件
、「
設
備
投
資
の
失
敗
」

が
２
件
、「
火
災
、
そ
の
他
の

災
害
」
が
１
件
。
地
域
別
で
は

す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
過
去
の
事
象
か
ら
学
び
、

月
頃
に
、
指
名
競
争
入
札
で
工

事
を
発
注
す
る
予
定
で
、
工
期

は
90
日
間
を
見
込
む
。
設
計
の

発
注
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
を

予
定
し
て
い
る
。

　
建
物
規
模
は
、
簡
易
耐
火
構

造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
は
１

戸
あ
た
り
46
・
１
８
㎡
（
管
理

　
取
手
市
は
、白
山
保
育
所（
白

山
５

－

16

－

８
）
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
を
秋
ご
ろ
に
発
注
す
る

考
え
だ
。
現
在
は
、
設
計
業
務

を
㈱
岡
野
建
築
設
計
事
務
所
に

委
託
し
て
進
め
て
い
る
。

は
２
１
０
日
間
を
見
込
ん
で
い

る
。
設
計
は
㈲
お
お
わ
だ
設
計

（
筑
西
市
）
が
担
当
。

　
自
動
火
災
報
知
器
設
備
の
一

部
で
あ
る
感
知
器
お
よ
び
配
線

た
っ
て
倒
産
件
数
の
急
増
は
考

え
に
く
く
、
一
進
一
退
を
繰
り

返
し
な
が
ら
緩
や
か
な
増
加
基

調
を
た
ど
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

　
太
平
電
業
㈱
（
東
京
都
千
代

田
区
）
は
、
神
栖
市
に
約
１
９

０
０
㎡
規
模
の
寄
宿
舎
新
築
を

進
め
て
い
る
。
施
工
は
㈱
植
木

組
東
京
本
店
（
東
京
都
千
代
田

区
）
が
担
当
し
て
い
る
。
設
計

は
同
社
一
級
建
築
士
事
務
所
が

　
北
茨
城
市
は
本
年
度
、
市
役

所
本
庁
舎
（
磯
原
町
磯
原
１
６

３
０
）
の
電
気
設
備
改
修
工
事

を
実
施
す
る
。
主
な
内
容
は
自

家
発
電
設
備
の
更
新
と
電
気
室

（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
式
高
圧
受
変

電
設
備
な
ど
）
の
改
修
で
、
工

期
は
約
８
カ
月
。
工
事
は
６
月

ご
ろ
指
名
競
争
入
札
で
発
注
す

る
予
定
だ
。

　
市
庁
舎
（
４
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
８
９
６
３
・
１
３
㎡
）

は
建
設
か
ら
約
30
年
が
経
過

し
、
建
物
・
設
備
な
ど
各
所
で

経
年
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
る
性

能
低
下
、
故
障
な
ど
の
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
。

は
、
経
年
劣
化
が
進
行
し
て
お

り
、
故
障
・
断
絶
で
誤
作
動
が

度
々
起
き
て
い
る
。
１
～
６
階

の
感
知
器
を
交
換
し
、
新
た
に

露
出
し
た
配
線
を
設
置
す
る
計

画
だ
。

　
駐
車
場
の
建
物
規
模
は
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
地
上
６
階
７
層
、
延
べ
面

積
１
万
５
３
０
５
・
２
９
㎡
、

建
築
面
積
２
６
５
９・０
２
㎡
。

最
高
高
さ
は
27
・
０
０
６
ｍ
、

軒
高
19
・
７
１
２
㎡
。
敷
地
面

積
は
３
７
６
０
・
３
４
㎡
。
築

年
数
は
30
年
ほ
ど
が
経
過
し
て

い
る
。

策
定
。
予
定
工
期
は
12
月
31
日

ま
で
と
し
て
い
る
。

　
工
事
件
名
は
「（
仮
称
）
太

平
電
業
㈱
鹿
島
寮
新
築
工
事
」。

建
設
地
は
神
栖
市
神
栖
３

－

１

２
２
２

－

26
で
敷
地
面
積
は
１

９
４
７
・
６
４
㎡
。
市
道
８

－

　
空
調
・
電
気
設
備
関
係
に
つ

い
て
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど

も
視
野
に
入
れ
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
О
Ａ
機
器
の
増
大
な
ど

の
現
況
を
整
理
し
た
上
で
、
今

後
も
長
期
的
に
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

改
修
工
事
を
行
う
。

　
事
業
は
５
カ
年
（
21
～
25
年

度
）
計
画
と
し
、
21
年
度
は
電

力
安
定
化
・
停
電
対
策
工
事
と

し
て
、
自
家
発
電
機
の
更
新
や

高
圧
受
電
設
備
の
改
修
に
着

手
。

　
22
年
度
か
ら
空
調
設
備
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
照
明
設
備
の
改
修

に
取
り
掛
か
る
。

　
設
計
は
㈱
柴
建
築
設
計
事
務

所
（
水
戸
市
）
に
委
託
し
て
策

定
し
た
。

　
な
お
当
初
予
算
で
は
、
市
庁

舎
の
電
気
設
備
等
改
修
に
係
る

工
事
費
と
し
て
１
億
２
１
０
０

万
円
を
計
上
。

１
８
９
号
線
お
よ
び
８

－

１
８

３
号
線
沿
い
に
位
置
す
る
。

　
建
物
は
Ｓ
造
３
階
建
て
構

造
。
建
築
面
積
は
６
８
７
・
５

６
㎡
。
延
べ
床
面
積
は
１
９
０

１
・
９
㎡
。
最
高
高
さ
は
11
・

０
５
ｍ
。

　
附
属
施
設
と
し
て
ポ
ン
プ
室

（
４
・
５
㎡
）、
ろ
過
装
置
室

（
３
・
５
６
㎡
）、
駐
輪
場
（
15

台
）
な
ど
を
設
け
る
。　

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

●○○○○○○○○○●●

●○○○○○○○○●●●

部
長

次
長
（
事
）

次
長
（
技
）

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
監

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 

一
般
的
に
藩
と
い
う
組
織
の
ト
ッ
プ
に
求

め
ら
れ
る
資
質
は
、
江
戸
時
代
の
前
半
と
後

半
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
前
半
で
は
、
日
常
的
な
政
務
は
家
老
ら
の

幹
部
が
合
議
、
分
担
し
て
処
理
し
、
と
く
に

重
要
な
事
項
の
み
藩
主
の
裁
決
を
請
う
か
、

藩
主
を
交
え
た
御
前
会
議
で
決
定
す
る
と
い

う
形
が
多
く
、
藩
主
が
幼
少
な
ど
の
時
は
合

議
だ
け
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
後
半
で
は
経
済
が
停
滞
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
藩
主
が
積
極
的
に
家
臣
へ

諮
問
、
あ
る
い
は
合
議
結
果
を
決
裁
、
時
に

は
再
検
討
を
求
め
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

く
の
で
す
。
藩
が
抱
え
る
問
題
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
誰
を
ト
ッ
プ
に
す
る
か
は

藩
の
命
運
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、
水
戸
藩
。
八
代
藩
主
斉
脩
は
、
病

弱
で
子
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
政
務
へ
の

関
心
が
薄
く
、
せ
っ
か
く
家
臣
が
意
見
書
を

提
出
し
て
も
ろ
く
に
読
み
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
年
の
五
月
、
領
内
の
大
津

浜
（
現
・
北
茨
城
市
）
に
十
二
人
の
イ
ギ
リ

ス
捕
鯨
船
員
が
突
然
上
陸
す
る
事
件
が
起
き

ま
し
た
。
取
り
調
べ
た
藩
と
幕
府
は
、
食
料

な
ど
の
調
達
が
理
由
で
あ
る
と
判
断
、
彼
ら

を
放
免
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
た
の
が
、
聴
取
に

あ
た
っ
た
会
沢
正
志
斎
で
す
。
会
沢
は
、
長

文
の
意
見
書
を
ま
と
め
斉
脩
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
の
ち
に
幕
末
志
士
の
必
読
書
と

い
わ
れ
る
『
新
論
』
で
す
が
、
斉
脩
は
こ
れ

を
秘
す
よ
う
に
命
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
態
度
は
、
藩
内
有
志
に
「
英
明

な
藩
主
」
の
も
と
で
改
革
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
機
運
を
高
め
て
い
き

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
斉
昭
の
出
番
で
す
。

�（
茨
城
県
立
歴
史
館
特
任
研
究
員　
永
井
博
）

時
代
の
変
革
者
・
徳
川
斉
昭 

③

茨城の茨城の
歴史点描歴史点描

▲自家発電設備の更新や電気室の改修などを行う北茨
城市役所の本庁舎。各所で経年劣化が進んでいる

日本原子力発電㈱提供

南　側 北　側
貫通部の封止工事貫通部の封止工事

北側堰内の状況北側堰内の状況
（Ｈ22.9工事完了）（Ｈ22.9 工事完了）

既設堰【4.9ｍ】既設堰【4.9ｍ】

残留熱除去系海水ポンプ残留熱除去系海水ポンプ
ＡＡＣＣ

電動機電動機電動機電動機

ポンプポンプポンプポンプ

電動機電動機

非常用ディーゼル発電機
冷却用海水ポンプ2Ｃ
非常用ディーゼル発電機
冷却用海水ポンプ2Ｃ

ポンプポンプ

津波高さ：約5.4ｍ津波高さ：約5.4ｍ

新設堰【6.1ｍ】新設堰【6.1ｍ】

ケーブルピットケーブルピット

側壁（標高＋6.1ｍ）
設置完了
側壁（標高＋6.1ｍ）
設置完了

浸入経路浸入経路

浸入経路浸入経路
ケーブルピットケーブルピット

非常用海水ポンプエリア非常用海水ポンプエリア

循環水ポンプエリア循環水ポンプエリア

（H23.3.24 工事完了）（H23.3.24 工事完了）

海水ポンプエリア概要図と浸水状況

戸
数
６
戸
）。
敷
地
面
積
は
５

５
８
・
９
６
㎡
。
建
築
年
は
１

９
７
２
年
。

　
老
朽
化
の
た
め
、
昨
年
度
に

は
利
用
を
停
止
し
た
。

　
本
年
度
の
市
営
住
宅
解
体
工

事
費
に
は
、
１
０
５
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

　
白
山
保
育
所
は
１
９
９
９
年

の
建
築
で
規
模
は
Ｓ
造
１
５
０

６
㎡
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
衛
生
環
境
改
善
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

　
工
事
内
容
は
便
座
の
洋
式
化

や
床
の
乾
式
化
な
ど
。
そ
の
ほ

か
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
箇
所
の

修
繕
も
行
う
。

住
すみ

 谷
や

　廸
みち

 夫
お

さん
　1945 年 12 月 12 日生まれ。75 歳。茨城県出身。
64 年に県庁へ入庁し、当時の道路補修課へ配
属。土木部各課、企業局、道路公社などを経て、
2006 年 3 月に河川課長で定年退職。現在は一
般財団法人土木研究センター河川・海岸研究部
専門調査役などを務めている。

明
暗
分
け
た
危
機
管
理

防
護
壁
約
6.1
ｍ
ま　
　

で

か
さ
上
げ

東
海
第
２
発
電
所
を
襲
っ
た
津
波
恐
怖

津
波
想
定
図
が
生
活
守
る

3.11東日本大震災あの時
過去の事象から学ぶ

４
月
集
計 
一
進
一
退
を
繰
り
返
す

倒
産
８
件
、負
債
６
億
円

帝国データ

植
木
組
施
工
で
12
月
竣
工

神
栖
に
寄
宿
舎
新
築

太平電業

下
館
駅

駐
車
場 

消
防
設
備
を
改
修

２
四
半
期
一
般
公
告

筑西市

9月にも指名入札
市営三郷団地を解体

常総市／設計は6月ごろ
指
名
競
争
で
６
月
頃
発
注

本
庁
舎
の
電
気
設
備
改
修

北茨城市

白
山
保
育
所
の

ト
イ
レ
を
改
修

取
手
市

常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、

今
後
起
こ
り
得
る
災
害
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
、
思

い
返
し
て
み
て
も
、
想
定
図
を

つ
く
っ
て
お
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
も
し
住
谷
さ
ん
の
機
転
が
な

け
れ
ば
、
首
都
圏
唯
一
の
原
子

力
発
電
所
で
あ
る
東
海
第
二
発

電
所
も
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
危
機
管

理
意
識
の
高
い
一
人
の
県
職
員

の
行
動
が
、
今
あ
る
私
た
ち
の

生
活
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
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